
実験教室実施報告書 
 

「科学の楽しさで団塊世代と児童をつなぐ」 
（独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業） 

協力：福井市春山公民館 
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はじめに 

 NPO ふくい科学学園は、福井県の大学・短大、公立研究所の研究員、高・中・小学校教員、また

企業経営者の方々の協力によって平成２１年９月に設立されました。この法人は、“科学の見える化”

を通じて、科学の面白さを伝え、科学への理解を深めてもらい、科学の考え方を伝承すること、ま

たこれを通して世界平和に寄与することを理念としています。また、事業目標の一つに、子どもを

対象にした科学実験教室を定期的に開催することを挙げています。このような理由から、発足間も

ない時期ではありましたが、独立行政法人福祉医療機構の２２年度社会福祉振興助成事業に「科学

の楽しさで団塊世代と児童をつなぐ事業」の課題で応募いたしました。本冊子の事業計画書にあり

ますように、本事業は、公民館等を利用して、団塊世代を対象に科学実験教室を開き“科学

の楽しさ”を広めると共に、この教室に参加した団塊世代のグループが、ボランティア活

動として、その公民館で児童のための実験教室を開き、科学の楽しさを児童に伝えること

を支援することを目的としています。今回、福井市春山公民館の全面的な協力を得ること

ができ、月１回の割合で、土曜日の午前中を利用し、大人の実験教室に続き児童の実験教

室を、２２年６月から２３年３月まで実施いたしました。実験内容は毎回テーマを変えて「運

動の実験」、「光の実験」「音の実験」など、主に物理現象に関係した広い分野で行いました。その精

神は、身のまわりの材料を用いても比較的簡単に実験ができ、かつそのような実験は大人でも十分

楽しめるものであることを実証してみようというところにありました。幸い、大人の方々から頂い

たアンケートや、児童からのアンケートより、ほぼ今回の事業の目的は達成されたと考えられます。

しかし、アンケートで指摘されたようないくつかの反省点もあり、今後さらに改善していかなけれ

ばならないと考えています。 

 近年、科学実験教室はあちこちでイベントとして開かれており、その意味では、今回の実験教室

は特に目新しいものではないように受け取られるかも知れません。しかし、本事業においては、大

人と児童の異なる世代の者が一緒に、ほぼ１年間にわたって継続的に行ったという点で、これまで

あまり例のない実験教室であったと考えます。このような活動を、一つの NPO が完全ボランティア

として実施することは不可能なことです。今回ご支援頂きました独立行政法人福祉医療機構に心よ

り御礼申し上げます。また、本事業は、実施に当たり、実行委員会を構成し、その指導のもとに行

いました。委員の皆様に厚く御礼申し上げます。本事業が実現できましたのは、ひとえに福井市春

山公民館の館長をはじめ職員の皆様のご協力・ご支援があったからであります。心より感謝いたし

ます。また、本事業の趣旨をご理解いただき実験教室に参加されました大人の方々に心から

御礼申し上げます。 

 本冊子は本事業の報告書として発行いたしますが、この中に実験教室で使用しましたテ

キストをコンパクトに編集し直し収録させていただきました。今後、他の教育機関や諸団

体において実験教室を開かれるときの参考になれば、まことに幸いです。 

 最後に、大変お世話になりました福井県社会福祉協議会、福祉のまちづくり推進課の皆

様に御礼申し上げます。 

                             平成２３年３月２５日 

                             ふくい科学学園理事長   

                                 香川 喜一郎 
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別紙 

事 業 計 画 書 

事 業 名 科学の楽しさで団塊世代と児童をつなぐ事業                          

事 業 概 要 

科学実験（特に、光学現象などに関する物理実験）は身の回りの材

料を用いて比較的簡単にでき、しかも大人でも十分楽しめるもので

あることは意外に知られていない。本事業は、公民館等を利用して、

団塊世代を対象に科学実験教室を開き“科学の楽しさ”を広めると

共に、この教室に参加した団塊世代のグループが、ボランティア活

動として、その公民館で児童のための実験教室を開き、科学の楽し

さを児童に伝えることを支援することを目的としている。  

事 業 内 容 

１） ６月 １９日：実験内容 「目で見る光の科学」 

 

２） ７月 ２４日：実験内容「運動の実験」 

 

３） ８月  ３日：実験内容「波の実験」 

 

４） ８月  ９日：実験内容 「水の圧力・浮力の実験」 

 

５）   ８月  １９日 ： 実験内容 「大気の圧力の実験」 

 

６） ９月 １１日：実験内容「光の直進 I 」 

 

７）１０月  ９日：実験内容「光の直進 II 」  

  

８）１１月 １３日：実験内容「光の反射」 

 

９）１２月 １１日：実験内容 「光の屈折」 

 

１０）１月 １５日：実験内容 「レンズ、水レンズ顕微鏡」 

 

１１）２月 １９日：実験内容 「人工雪の実験」 

 

１２）３月  ５日：実験内容 「静電気の実験」 

以上、すべて春山公民館（福井市文京 3 丁目、Tel: 22-0057）において開

催：１０時～１１時は大人の実験教室（団塊世代中心）、１１時から１２時

は児童のための実験教室を行う 

 

 



第１回委員会議事次第 

日時： 平成 22 年５月２７日（木）、午後 5 時 30 分より 

場所： 春山公民館 （福井市文京 3 丁目） 

＜審議事項＞ 

１ 委員会の設立 

 ・委員会名： 福祉医療機構助成事業「科学の楽しさで団塊世代と児童をつなぐ事業」実行委員

会 

 ・委員会はこの事業目的のための計画・実施・予算に関することを審議するとともに、 

  事業遂行のために必要事項を協議する。  

・委員長および委員長代理 

       委員長はふくい科学学園の理事長（申請書）、委員長代理はふくい科学学園の副理事

長 

 ・委員構成：柳沢全之（春山公民館館長）、森本真理子（春山公民館主事）、吉澤正尹（福井大学

名誉教授）、栗原一嘉（福井大学教育地域科学部准教授）、栃川昌文（ふくい科学学

園副理事長）、香川喜一郎（ふくい科学学園理事長）の 6 名 

 ・開催回数： 委員会は 23 年 3 月末まで 4 回を予定 

 ・場所  ：原則として春山公民館 

２ 事業計画（別紙） 

３ 実施体制（別紙） 

４ 予算計画（申請書を一部修正） 

５ その他 

第 2 回委員会議事次第 

日時： 平成 22 年６月３０日（水）、午後 5 時 30 分より 

場所： 春山公民館 （福井市文京 3 丁目） 

＜審議事項＞ 

１ 福祉医療機構提出書類、確認 （修正はなく認められた）：一部変更あり 

   ・資料 １ 

２ 第 1 回実験教室実施報告 （6 月 19 日、１２：３０～１５：３０実施） 

  ・資料２（新聞報道）、資料３（テキスト）、資料４（写真）、資料５（アンケート）   

  ・問題点抽出： 

３ 今後の実施計画等 

  ・7 月 24 日（土）の予定：資料６ 

  ・その後の予定 ： 資料７ 

４ その他 

第３回委員会議事次第 



日時： 平成 22 年９月３０日（水）、午後 5 時 30 分より 

場所： 春山公民館 （福井市文京 3 丁目） 

＜審議事項＞ 

１． 福祉医療機構提出書類： 

  事務担当者変更届の件 ：資料１  

２．第 2 回から第 6 回までの実験教室実施報告： 

  ＜各実験教室の写真添付＞ 

資料２：児童高学年（第 2 回、第 4 回の実験）に対するアンケート 

資料３：児童低学年（第 3 回の実験）に対するアンケート 

資料４：大人に対する（第 1 回～第 5 回）に対するアンケート 

３．アンケートの結果等を踏まえて、実施方法などの改良すべき点に関して 

４． 今後の実施計画等 

  第 7 回：10 月 9 日（土） 「音の実験」 

  第 8 回：11 月 13 日（土） 「望遠鏡を作る」 

  第９回：1２月 1１日（土） 「レンズと水レンズ顕微鏡」 

  第１０回：1 月 1５日（土） 「光のスペクトルと夕焼けのしくみ」 

第１１回：２月 1９日（土） 「人工雪の実験」 

第１２回：３月５日（土） 「静電気の実験」 

５． その他 

第４回委員会議事次第 

日時： 平成 2３年３月９日（水）、午後 5 時 30 分より 

場所： 春山公民館 （福井市文京 3 丁目） 

＜審議事項＞ 

１．第７回から第１２回までの実験教室実施報告： 

  ＜各実験教室の写真添付＞ 

資料２：第１１回の実験に対するアンケート、資料３：第１２回の実験に対するアンケート 

２．本事業に関するまとめ、および評価 

３．実施報告書の作成に関して 

４． その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会の様子： 

春山公民館図書室にあ

る、幕末期の福井藩士 

橋本左内先生の銅像の

前にて 



「科学の楽しさで団塊世代と児童をつなぐ」 

実験教室開催日時・概要・参加人数 

第１回実験教室 「目で見る光の科学」 

（煙箱を用いた光           （光の直進性の実験、ピンホールカメラのしくみ、光の屈折の実験、光のスペクトル

観察、改良型ピンホールカメラの製作 ） 

  ６月１９日（土）、１２：３０～１３：３０、大人の実験教室（参加者：13 人） 

        １３：３０～１５：３０、児童（６学年）の実験教室（参加者：28 人） 

                  (はるやまっ子ジュニアリ－ダー研修会参加児童)    

第２回実験教室 「運動の実験」 

（落下運動、ビーズや紙パイプを使ったまさつを減らした運動、作用・反作用の実験） 

  ７月２４日（土）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者：5 人） 

        １１：００～１２：００、児童（高学年）の実験教室（参加者：16 人） 

 

第 3 回実験教室 「運動と波の実験」 

（力の測定、まさつを小さくする方法、ロープを伝わる波、波はエネルギーを伝える） 

８月３日（火）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者：４人） 

       １１：００～１２：００、児童（低学年）の実験教室（参加者：２４人） 

 

第４回実験教室 「波の実験 II」 

（ロープを伝わる波、定常波、ゆっくり進む波） 

８月９日（月）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者：５人） 

       １１：００～１２：００、児童（高学年）の実験教室（参加者：１５人） 

 

第５回実験教室 「光の実験」 

（光の直進性、光のかげ、ピンホールカメラ） 

８月２４日（火）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者：４人） 

        １１：００～１２：００、児童（低学年）の実験教室（参加者：１８人） 

 

第６回実験教室 「液体の圧力と大気圧の実験」 

（力と圧力、水の深さと水圧、空気の重さの測定、大気圧の存在を示す実験） 

９月１１日（土）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者：４人） 

        １１：００～１２：００、児童の実験教室（参加者：１０人） 

 

第７回実験教室 「音の実験」 

（紙パイプを使った音の伝搬 、物体の振動と共鳴箱、細いチューブの振動でできる定常波 

 糸ゴム楽器） 



  ２２年１０月９日（土）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者： １１人） 

              １１：００～１２：００、児童の実験教室（参加者：１１人） 

 

  第８回実験教室 「望遠鏡を作ろう」 

（凸レンズの働き、カメラレンズと虫眼鏡を組み合わせると望遠鏡になる、反射式望遠

鏡の原理、老眼鏡とルーペを用いて望遠鏡の製作） 

２２年１１月１３日（土）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者： ９人） 

              １１：００～１２：００、児童の実験教室（参加者： １６人） 

 

  第９回実験教室 「レンズと水レンズ顕微鏡」 

（レンズのふくらみと文字の拡大率、円筒型煙箱と水レンズを使った光線可視化、小型

煙箱を用いた凸レンズの実験、水レンズ顕微鏡の組み立てと植物・結晶の顕微鏡観察） 

２２年１２月１１日（土）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者： １３人） 

              １１：００～１２：００、児童の実験教室（参加者： １２人） 

 

第１０回実験教室 「光のスペクトルと夕焼けのしくみ」 

（水プリズムによるレーザー光線の曲がり、水プリズムで蛍光灯のスペクトルを調

べる、CD 回折格子を使った光のスペクトル、夕焼けを説明する光の散乱実験、ペッ

トボトルを用いる夕焼けの実験） 

２３年１月１５日（土）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者：１２人） 

             １１：００～１２：００、児童の実験教室（参加者： ９人） 

 

第１１回実験教室 「人工雪の実験」 

（雪の研究の歴史、局所冷却法による北陸地方での雪の結晶観察、人工霜の実験、 

かき氷と塩を用いる人工雪生成実験、） 

２３年２月１９日（土）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者： １１人） 

             １１：００～１２：００、児童の実験教室（参加者：１５人） 

 

第１２回実験教室 「静電気の実験」 

（蛍光灯を摩擦電気で光らせる、電気振り子を用いた実験、風船を使った実験、 

シャボン玉を使った実験、検電器の上に金属皿を乗せた実験、 

水に電気が移る実験、電気を流すもの流さないものを検電器で調べる） 

２３年 ３月 ５日（土）、１０：００～１１：００、大人の実験教室（参加者： １３人） 

              １１：００～１２：００、児童の実験教室（参加者： １５人） 

   

 

 

＜実験教室：１回から１２回までの様子＞ 



＜第１回：大人と実験について打ち合わせ＞      ＜第１回：煙箱を使う光の実験＞ 

 

＜第２回：紙パイプで作用・反作用の実験＞    ＜第２回：微小ビーズで摩擦のない実験＞ 

 

＜第３回：波について説明＞       ＜第３回：ロープでパルス波を送り出す実験＞ 

 

 

     



＜第４回：体を使って横波を送る＞     ＜第４回：摩擦のない面をゆっくり進む波＞  

 

  ＜第５回：かげの実験＞           ＜第５回：ピンホールカメラで外を見る＞ 

＜第６回：大気圧の実験＞           ＜第６回：水の重さで水圧ができる＞ 

 



  

＜第７回：音さを使って実験＞           ＜第７回：紙パイプでもしもし電話＞ 

 

＜第８回：お菓子の箱で望遠鏡を作る＞      ＜第８回：作った望遠鏡で外の景色を見る＞   

 

＜第９回：半球容器に水を入れてレンズの実験＞    ＜第９回：水レンズ顕微鏡を作る＞ 

 



＜第１０回：水プリズムで光のスペクトル＞＜第１０回：製作した CD 分光器でスペクトル観察＞ 

 

＜第１１回：ドライアイスで人工霜を作る＞    ＜第１１回：氷と塩で作る人工雪を観察＞ 

 

 

 ＜第１２回：静電気で風船を動かす＞   ＜第１２回：静電気でシャボン玉を跳ね飛ばす＞  

 

 

 



＜春山公民館、6 月 19 日の実験教室アンケート結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験教室「光の実験」に参加しての満足度

楽しかった, 8

少し楽しかっ
た, 0

楽しくなかっ
た, 0

とても楽しかっ
た, 20

小型煙箱を使った実験でスリットから出てくる光のスジを見て豆電球か
ら光が四方に直進していることが理解できましたか？

良く理解できた,
14

大体理解できた,
9

少し理解できた,
5

理解できなかっ
た, 0

豆電球と黒くぬった紙コップを組み合わせて、光のインテリア
を示す実験を行いましたが、あなたは理解できましたか？

良く理解でき
た, 13

大体理解でき
た, 9

少し理解でき
た, 6

理解できな
かった, 0

レーザー光線がまっすぐ進むのがよく理解できましたか？

良く理解でき
た, 20

大体理解でき
た, 5

少し理解でき
た, 2

理解できな
かった, 1

ピンホールカメラの仕組みを、小さい穴が開いた箱、ローソク、それに白い紙を用い
て実験しましたが、ピンホールカメラの仕組みを理解できましたか？

良く理解できた, 11

大体理解できた, 13

少し理解できた, 3

理解できなかった, 1

発光ダイオードを並べて作った光源、穴のあいた黒い板、大きなスクリーンなどを用
いてピンホールカメラの仕組みを説明する実験を行いましたが、理解できましたか？

良く理解できた, 12

大体理解できた, 10

少し理解できた, 6

理解できなかった, 0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜子供達の感想＞ 

①はじめて光はどんなようになっているかなどを知ることができました。あとピンホールカメラと

いう物はどのような物かまたどのようなしくみになっているかも知ることができました。 

②わからないことも、おじさんがちゃんと教えてくれて、細かいところまで、丁寧に教えてくれた

のでよかったです。 

③レーザームービーにさわれるなんてとてもできないことだし、実験ってこんなに楽しいもの な

んだなと思いました。 

④ピンホールカメラは途中までしか作れなかったので、家で作って出来あがるのがとても楽しみで

した。水そうに入れたレーザーポインターが曲がるのはびっくりしました。 

⑤わたしは、身の回りにたくさん光があるけれど、くわしく見たことはなかったので、すごくよく

分かりました。くわしく分かりやすく説明して下さったので、すごく理解できました。ピンホー

ルカメラはすごく仕組みが簡単なのにちゃんと小さな穴から景色が見えて面白かったです。 

⑥光の実験がたのしかったです。レーザーをつかったりカメラをつくったりして楽しかったです。

ほかにもろうそくでしたりしました。たまごの中にへんな虫がいました。よく見るとハエやバッ

タ的な虫がいました。とてもおどろきました。 

⑦光のしくみやおもしろさを、たくさんの楽しいじっけんでおしえてくれたり、実際に光にかんけ

いある物をつくらせてくれたりして、とてもたのしい実験教室でした。 

⑧この理科実験で光のことがよくわかりました。これからも、この光の実験に興味を持ち、やって

みたいと思いました。 

⑨光を使って実験しているのを見て、光はとてもおもしろいなあと尐し興味を持ちました。 

すごく勉強になりました。 

⑩初めてだったことがたくさんあったので勉強になりました。ピンホールカメラはまだ完成してな

いけど作って家でもやってみたいです。 

 

 

 

 

 

小型煙箱の中に水の入った小型水槽を入れ、レーザーポインターを使って、光が折れ曲がる様子
や、光が水面のところで全反射する様子などを観察しましたが、このような実験を見て、あなたは

とても興味をもった, 11

興味をもった, 12

少し興味をもった, 4
興味が持てなかった, 0



<春山公民館、２月１９日の実験教室アンケート＞ 



 

 

今回の実験教室に参加した感想を書いて下さい。 

1. こんな実験は初めてなのでびっくりしました。 

2. 人工雪の実験をしたことは勉強になりました。 

3. 自然の雪は全部形がちがうのは知っていたけど人工雪は全部同じ形だと思っていたのでと

てもびっくりしました。 

4. 人工雪はどうやってつくるのか、前から疑問だったので、家に帰ったらお母さん達に教えて

あげたいと思う。 

5. 雪と塩だけで冷やして人工雪が作れたのですごいと思いました。 

6. 雪と塩を混ぜるのが楽しかったです。 

7. 実験がよくわかりました。 

8. 人工雪がこんなに簡単に作れてびっくりしました。 

9. １０分と尐し待ったら、とてもきれいな結晶ができて、すごいと思いました。顕微鏡で見て、

とてもきれいな結晶ができていて、すごかったし、うれしかったです。 

10. 実際に作るのは大変でした。でも尐し見えてよかったです。 

11. 人工雪のことを知れてよかったです。もっとこのことを知りたいです。 

12. 人工雪がこんなに簡単に作れてびっくりしました。これなら家でもできる、すごくやりたい

です。 

13. 氷と塩で雪ができるのは知っていたけど、はじめて作りました。みんなより出きるのは遅か

ったけれども、きれいにできて、うれしかったです。 

14. 今回の人工雪のじっけんがとても楽しかったです。 

15. とても多くのことを学べ、理解できました。これからの生活にも生かしていきたいです。 

 



＜春山公民館、３月５日の実験教室アンケート＞ 



 

実験教室（これまでの実験教室をふくめて）にたいする児童の感想 

 

1. ３年生から始まる理科がとてもにがてでした。でもこの実験教室に参加して理科の楽しさがわ

かってうれしかったです。 

2. 尐ない時間だったけど実験をして、いろいろわかったし、理科が楽しくなった。 

3. この実験教室は、実験を通して、楽しく、よく理解できました。中学（今は５年生だけど）に

行って、あ、こんなことを習ったな、と思い出して、役にたてたいです。 

4. 学校では、あまりやらない実験だったのでいろいろなことが分かりました。こんな教室があっ

たらまた参加したいです。 

5. 今まで、疑問だったことや、分かっていても、尐しあいまいなところがあったことが、この実

験教室で分かったので、よかった。面白かったし、またやりたいと思う。 

6. １回だけ休んだけどほとんどこれてうれしかったです。理科は好きなのでまたやりたいです。 

7. シャボン玉を棒の所にやったら、シャボン玉がはねたのがすごいと思いました。 

8. 棒にティシュが－を与えるのを始めて知りました。 

9. 蛍光灯が光っているのが、あんなに明るく光ってびっくりしました。 

10. シャボン玉が、静電気でうきあがるなんて知りませんでした。 

11. 静電気や、いろいろなじっけんをして楽しかったです。分かりやすく説明して下さって、いろ

いろな事がよく分かりました。 

12. 知らなかったことをやってみて、いろいろなことが分かって、面白かったです。また、あった

ら参加したいです。 

13. すごく楽しかったので、またやりたいです。 

14. とても理科の勉強のかわりになったと思います。楽しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜全ての実験教室が終わった後に行った大人のアンケート＞ 

 



大人の感想・意見 

・地域の大人が、子ども達に自分の得意分野を手助けする事業は、他にあまり例がなく（スポーツ

関係は盛んですが）、とても良い機会をもらったと思います。子ども達は、単なる科学のおもしろさ

だけでなく、自分の地域の年配の方の中にも、すばらしい“知識”等を持っている人がたくさんい

る事を知り、自分達のために時間をさいてくれている事を学ぶ良い経験ができたと思います。学校

では教える事のできない大切な事を学んでくれたと思います。 

・私は理科教育に携わっていたので原理・法則などは理解していたが、微小ビーズを使った運動と

摩擦の実験、シリコンチューブを使った定常波の実験、水レンズ顕微鏡、CD 分光計、人工雪の実験

など思いもよらない新素材や、身近なものを使った実験は興味深かった。子どもの立場から考える

と、１時間の実験内容としては盛りだくさんで、試行錯誤の時間や考える時間をとれないため、ど

うしても指導してくださる先生の説明が多くなり、学年幅が大きいので低学年ほど受身になりがち

である。大人の時間をとらずに、大人と子どもが一緒に２時間かけて実験し、その中で大人がサポ

ートしてはどうか。身近な材料を使った実験は、市販の実験器具を使った実験と比べ条件統一が難

しいため、試行してみないと実験方法が確立できないため、開発、準備、後始末にご苦労されたと

思う。「夕焼けが赤いのはどうしてだろう」、時にはこういった疑問を課題にしてそれを解決するた

めに実験をするという方法をとるのも、時間があればできるのではないか。子どもたちが科学に興

味を持つためこういった機会が他でもとれるといいと思う。ありがとうございました。 

・大人の一員として参加させていただき、とてもおもしろく感じました。また、子どもたちとの交

流も尐しできて楽しく実験ができました。ただ内容が尐し多いので、消化不良のまま進む場面も時々

ありました。しかし、毎回大へんな準備をされそのご苦労に感謝申し上げます。 

・団塊世代より古い老人ですが、若い方々と一緒に参加させていただき有り難く歳を忘れて楽しく

過ごしました。出席者に女の子が多いのは意外でした。講師の先生の懇篤な説明にもかかわらず、

実験には興味を持っていても原理を理解していない子どもが多いように思われました。時間的に無

理かもしれませんが、偏光、ストロボによる回転体の観測なども面白いのではないかと愚考します。

これからも実験教室が末永く発展的に継続されますことを願っています。 

・月１回ではありましたが、科学に興味を持った子ども達が集まり、楽しく参加しているのを見る

ことができ嬉しく思った。内容が素晴らしいだけに、時間が１時間では足りず、かけ足実験になっ

たことは残念だった。はじめは子供も大人もなかなかなじめなかったが、毎月会うことで徐々に親

しくなれて話しができた事も良いことだった。大人も子供も楽しめる実験内容なので、今後も、こ

のような機会があれば参加してみたい。身のまわりの物を利用し、楽しめる実験程おもしろいもの

はないでしょう。小さい時に“なぜ”と疑問に思うこと、それを引き出す大人がいれば、科学好き

の子供が育つのではないでしょうか。 

・大人、それも団塊の世代と子供とをつなぐ、この実験教室は、これから多くなる団塊世代と尐子

化している子供達との間にとても大切な事業の一つだと思います。経験豊富な世代が次世代に貴重

な体験を、心を、受け渡していけるチャンスでもあると思います。おじいちゃん、おばあちゃんと

のふれないが子供達に健全な心を育成することにもなると思います。また、大人にとっては、生涯

学習の一つになるのではと思います。この事業がこれで終るのではなく、これからも他の地域でも

広まっていけばよいと思います。 



・実験はいろいろな道具を使って試してみることができるので、子供たちも興味深く学習すること

ができたと思う。今後も期待します。 

・今の時代に合った実験材料等を使い、解りやすくなっている。準備は大変だったと思います。ご

苦労様でした。 

・お世話頂く先生方のご苦労は大変と感じます。ご苦労様でした。ありがとうございました。 

 


